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太平洋と日本海　二つの海を持つまち

八雲町LINE公式アカウントの友だちを募集しています
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炎・スクラム・光る汗～今…限りなく青春～炎・スクラム・光る汗～今…限りなく青春～  
第42回第42回
八雲山車行列が行われました八雲山車行列が行われました
詳細は13ページ詳細は13ページ



デマンド型乗合タクシーとは？

ご自宅から市街地の乗降場所まで、同じ地区の利用者と乗り合いながら移動する予約制のタクシー
です。決められた運行日・時間にご自宅または乗降場所までお迎えにあがります。

ご自宅 乗合タクシーでお迎え 病院・商業施設など
乗降場所へ

通院・買い物などを済ませて
乗降場所から

ご自宅

➡

こんなお困りごとはありませんか？
通院したいけれど
交通手段がない…

買い物に行きたいけれど
車がなくて不便…

いつも送迎してくれる
家族の都合が悪い…

町
で
は
、
交
通
空
白
地
区
の

解
消
や
移
動
困
難
者
の
交
通
手

段
を
確
保
す
る
た
め
、
令
和
８

年
10
月
か
ら
、
新
た
な
交
通

サ
ー
ビ
ス
【
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
】
の
実
証
運
行
を
行

い
ま
す
。

対
象
は
、北
部
地
区（
黒
岩

方
面
）、南
部
地
区（
落
部
方
面
）、

山
間
部
地
区（
大
新
・
上
八
雲

方
面
）に
お
住
ま
い
の
町
民
で
、

駅
や
バ
ス
停
が
遠
く
、公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
に
く
い
方
や
、

バ
ス
の
減
便
な
ど
に
よ
り
移
動

が
制
限
さ
れ
る
方
な
ど
に
、日

常
に
必
要
な
医
療
機
関
や
買
い

物
な
ど
を
安
定
的
に
利
用
し
て

も
ら
う
た
め
、各
対
象
地
区
の

ご
自
宅
と
市
街
地
の
医
療
施
設

や
商
業
施
設
な
ど
10
か
所
の
乗

降
場
所
を
結
び
ま
す
。

実
証
運
行
の
期
間
は
令
和
９

年
９
月
末
ま
で
を
予
定
し
て
お

り
、
そ
の
後
は
、
本
格
運
行
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
登
録
・
予
約
方
法
な

ど
の
利
用
方
法
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
広
報
９
月
号
で
対
象

地
区
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

※本画像は生成AIを使用して作成したイメージです。実際の車両や風景などとは異なります。

北部（黒岩方面）・南部（落部方面）・山間部（大新・上八雲方面）から市街地へ

八雲町の新しい交通手段
令和８年

10月から
スタート！

デマンド型デマンド型
乗合タクシー乗合タクシー
実証運行が始まります！実証運行が始まります！

➡ ➡ ➡
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ご利用の流れ かんたん４ステップでご利用いただけます！

❶ 利用者登録 ❷ 電話で予約 ❸ ご自宅で乗車 ❹ 乗降場所で
　  降車・用事を済ませる

事前に利用者登録をします。
登録後、「利用者登録カード」
をご自宅に送付します。

予約専用ダイヤルへお電話で
予約します。
※片道でも予約できます。
※9月25日予約受付開始

予約した日時にご自宅まで
お迎えにあがります。
乗車後、乗り合いで移動し
ます。

市街地の乗降場所で運賃を
支払い、降車します。
通院やお買い物などの用事
を済ませます。

帰りの便も
予約すると
ご自宅まで
お送りします。

運行日・運行時間 運賃（お一人様片道）　※未就学児（保護者同伴）は無料

乗降場所（10か所） 運行エリア

運 行 日　火曜日・金曜日
　　　　　※祝日および１月１日～３日は運休
運行時間　往路・復路各２便

区分 便 乗降場所の発着時間

往路
（ご自宅→乗降場所）

１便   8：45頃に到着
２便 10：45頃に到着

区分
（乗降場所→ご自宅）

３便 11：45頃に出発
４便 13：45頃に出発

地区区分 運賃 対象地区

北部地区
500円 立岩、花浦、山崎

1,000円 黒岩

南部地区

500円 浜松、山越

1,000円
野田生、桜野、東野、わらび野、
旭丘、落部、入沢、下の湯、
上の湯、栄浜

山間部地区
500円 鉛川、春日、大新、熱田

1,000円 上八雲

❶ 八雲町役場
❷ 八雲駅
❸ 八雲総合病院
❹ ユーラップ医院
❺ まきた循環器内科
    クリニック

❻ マックスバリュ
❼ エーコープ
❽ ラルズマート
❾ 八雲郵便局
� はぴあ八雲

北部地区
立岩、花浦、山崎、
黒岩

山間部地区
鉛川、春日、大新、
熱田、上八雲

南部地区
浜松、山越、野田生、桜野、東野、
わらび野、旭丘、落部、入沢、
下の湯、上の湯、栄浜

市街地
乗降場所（10か所）

住民説明会のご案内 利用者登録
実証運行の内容や利用方法について説明会を開催します。
どなたでもご参加いただけます。皆さまのご参加をお待ちしています。

①対象者
　対象地区にお住まいの町民
②�登録方法
　�８月25日からWEBまたは役場政策

推進課、落部支所で登録受付開始
③その他
・小学生以上は登録が必要です。
・登録料は無料です。
・代理の方でも登録手続きができます。

日時 場所
8月17日（月）　14：00～ 黒岩会館
8月19日（水）　14：00～ 落部レクリエーションセンター
8月21日（金）　14：00～ はぴあ八雲

老人クラブや各種団体などへの出前説明会も随時開催します。
お気軽にお問い合わせください。

【問い合わせ先】政策推進課　新幹線・公共交通係　☎０１３７－６２－２３００（直通）

➡ ➡ ➡

説明会で利用者登録できます！
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ごみ分別徹底・減量 のお願い
ごみ焼却施設「クリーンおしま」で発生した火災の影響により、現在も施設の稼働が停止しています。
そのため、町民の皆さま一人ひとりのご協力が欠かせない状況です。
現在のごみ処理の状況と、ごみ減量につながる取り組みについてお知らせします。

１．クリーンおしまの施設概要

　　　　　　　　　　　　

渡島管内の中継施設（リレーポート）
渡島管内では、ごみを効率的に運搬するため、中継施設（リレーポート）を設置しています。

八雲町八雲地域・長万部町　→　リレーポート山越

【焼却施設までのごみ搬入の流れ】 
各地域で収集　　→　　中継施設（リレーポート）　→　　ごみ処理施設（クリーンおしま）

２．現在の状況
八雲町八雲地域の「燃やせるごみ」は、渡島管内１市９町で構成する渡島廃棄物処理広域連合により、

北斗市のごみ焼却施設「クリーンおしま」で処理されています。
しかし、2026年４月29日、「クリーンおしま」のごみピット内で爆発を伴う火災が発生し、焼却設備が

損傷し、復旧には２年以上かかる見通しです。
現在のごみ処理につきましては、５月中旬から後志管内や苫小牧市などの代替焼却施設で処理を進めて

いますが、受入数量に限りがあることから、八雲地域で発生するごみ全量を処理できない状況です。
そのため、一部の燃やせるごみは町有地の仮置場で堆積保管しています。
７月22日時点で、仮置場で保管している燃やせるごみは370トンに達しています。 　 

　渡島廃棄物処理広域連合では、引き続き札幌市などの代替焼却施設への搬出・処理を進めるとともに、
早期解消に取り組んでいます。町としても、衛生環境を守りながら通常のごみ収集体制を維持できるよ
う、引き続き対応してまいります。

３．現状の排出量と処理費用について
八雲町（八雲地域）では、年間約3,300トンの燃やせるごみが排出され、その焼却には年間約１億7,000
万円（前年度実績）の費用がかかっています。

町民一人ひとりが１日100グラムずつ燃やせるごみを減らすことができれば、年間約460トンのごみ
減量につながります。

運営 渡島廃棄物処理広域連合

所在地 北斗市館野 105 番地

対象地域
渡島管内の１市９町（北斗市、松前町、福
島町、知内町、木古内町、七飯町、鹿部
町、森町、八雲町八雲地域、長万部町）

処理内容 燃やせるごみ

写真は、町有地
仮置場での堆積状
況です。ブルーシ
ートによる飛散防
止および電気柵に
よる獣害対策を講
じています。
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４．町からのお願い　～　ごみ減量にご協力ください　～

現在、ごみ処理は大変厳しい状況が続いています。
一人ひとりの小さな取り組みが、ごみの減量と円滑なごみ処理につながります。
ごみ処理費用の削減と安定した処理体制を維持するため、町民の皆さまのご理解とご協力をお願い

します。

①分別を徹底しましょう
　資源ごみを正しく分別することで、資源の有効活用と燃やせるごみの減量につながります。

②生ごみはしっかり水切りを！　町指定袋で、生ごみとして排出を！ 

　燃やせるごみの約３６％（※）は、生ごみの重量です。
　生ごみの水分を減らすことで、ごみの重量を大きく減らすことができます。　　　　　　　　　　　　
　※札幌市「令和６年度燃やせるごみ組成割合」より

　〇生ごみ収集対象地域にお住まいの方へ
　町指定袋（白色）で、生ごみとして排出していただきますようお願いします。　　　　　　
　収集した生ごみは堆肥として資源化し、有効活用します。
　皆さまのご理解とご協力をお願いします。

�生ごみの収集対象地域�
本町、内浦町、栄町、東雲町、富士見町、末広町、
相生町、元町、住初町、三杉町、立岩２区、緑町、
東町、出雲町、豊河町、宮園町

　〇生ごみ収集対象外の地域にお住まいの方へ
生ごみは、三角コーナーや水切りネットで十分に水切りをしてから、燃やせるごみとして指定袋に入

れて排出してください。
また、自家菜園などでの堆肥化もぜひご検討ください。

③食べ切り・使い切りを心がけましょう
　食材は必要な分だけ購入し、最後まで使い切り、食べ切ることを心がけましょう。　　　　　
「もったいない」を減らすことが、ごみの減量につながります。

④まだ使えるものはリユースへ
不要になっても、まだ使えるものは、譲る・売る・再利用

するなど、リユース（再使用）を積極的に活用しましょう。

〈
広
告
〉

「生ごみの分別」
について、町ＨＰで
ご確認ください。

「ごみ分別辞典（八
雲地域）」について、
町ＨＰでご確認くだ
さい。

今日からできる４つのこと
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昨
年
に
引
き
続
き
、
北
海
道
新

幹
線
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
特
別
価
格
で
青

森
県
ま
で
の
体
験
乗
車
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
北
海
道
新
幹
線

を
体
感
し
、
青
森
ま
で
行
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
ご
家
族
、
ご
友
人
を

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
町
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
役
場

政
策
推
進
課
、
落
部
支
所
お
よ
び

熊
石
総
合
支
所
に
備
え
付
け
の
申

込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
ツ
ア
ー
概
要

【
開
催
日
】
10
月
17
日
㈯

※
本
ツ
ア
ー
は
日
帰
り
で
す
。

【
料
金
】

・
大
人　
　

６
，
０
０
０
円

・
小
学
生　

３
，
０
０
０
円

※�

料
金
に
は
、
特
急
北
斗
・
北
海

道
新
幹
線
乗
車
往
復
料
金
お
よ

び
保
険
料
が
含
ま
れ
ま
す
。

※�

小
学
生
未
満
で
座
席
を
必
要
と

し
な
い
場
合
は
無
料
で
す
が
、

座
席
を
確
保
す
る
場
合
は
小
学

生
料
金
が
発
生
し
ま
す
。

※�

参
加
料
金
は
申
込
時
で
は
な
く
、

後
日
請
求
し
ま
す
。

【
応
募
条
件
】

①�

応
募
１
回
に
つ
き
、
５
名
ま
で

申
し
込
み
で
き
ま
す
。
重
複
の

応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

②�

18
歳
未
満
の
方
は
、
18
歳
以
上

の
ご
家
族
の
方
と
同
伴
で
な
け

れ
ば
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
定
員
】
50
名　

※�

応
募
多
数
の
場
合
、
応
募
単
位

で
の
抽
選
と
な
り
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

①�

左
記
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

②�

申
込
書
を
事
務
局
（
役
場
２
階

政
策
推
進
課
新
幹
線
・
公
共
交

通
係
）
に
直
接
持
参
す
る
か
、

郵
送
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】　

　

８
月
25
日
㈫
（
消
印
有
効
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

政
策
推
進
課
新
幹
線
・
公
共
交
通
係

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
３
０
０

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
「
は

か
り
」
は
、
使
用
し
て
い
る
「
は

か
り
」
の
精
度
を
確
認
す
る
た
め

に
、
２
年
に
１
回
定
期
検
査
を
受

検
す
る
こ
と
が
計
量
法
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
「
小
型
は
か
り
」

（
能
力
が
１
ｔ
未
満
の
は
か
り
）

を
お
持
ち
の
方
は
、
定
期
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】

前
回
（
令
和
６
年
度
）
に
検
査

を
受
け
た
方
は
、
当
時
の
情
報
を

基
に
、
町
か
ら
照
会
依
頼
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
検
査
台
数
な

ど
に
つ
い
て
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。照

会
依
頼
が
届
い
て
い
な
い
方

や
、
新
た
に
検
査
対
象
と
な
る

「
小
型
は
か
り
」
を
お
持
ち
の
方

は
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】
８
月
17
日
㈪

【
定
期
検
査
日
程
・
会
場
】

〇
９
月
９
日
㈬

・
落
部
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

　

午
前
10
時
～
11
時

・
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

く
ま
い
し
館

　

午
後
２
時
～
３
時

・
熊
石
国
民
健
康
保
険
病
院

　

午
後
３
時
30
分
～
４
時

〇
９
月
10
日
㈭

・
公
民
館

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分

・
八
雲
総
合
病
院

　

午
後
３
時
～
４
時

〇
９
月
11
日
㈮

・
公
民
館

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

商
工
観
光
労
政
課

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
１
１
６

〈
広
告
〉

町長との懇談会　いつでもＯＫ
町では、「町長と話したい」、「町長の考えを聞きたい」

と思っている町民の皆さまと懇談会を開催しています。
◆対象　５名以上のグループ
◆懇談時間　概ね１時間程度
◎�希望する開催日と会場を事前にお知らせください（こ

ちらから伺います)。随時受け付けています。
※日程は町長の公務日程と調整させていただきます。
◆申込先・問い合わせ先　
　政策推進課協働推進係　　　　☎0137－62－2300
　地域振興課まちづくり推進係　☎01398－2－3111

北
海
道
新
幹
線
体
験
乗
車
ツ
ア
ー

八雲町民
限定

町ＨＰ

小
型
は
か
り
の
定
期
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う

6広報 8月号やくも



使
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申

請
の
う
え
使
用
許
可
を
受
け
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
合
葬
墓
に
埋
蔵
し
た
ご

遺
骨
は
、
返
還
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
町
合
葬
墓

　

環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係

　

☎
０
１
３
７

−

63

−

２
０
２
０

・
熊
石
合
葬
墓

　

熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
０
１
３
９
８

−

２

−

３
１
１
２

・
落
部
合
葬
墓

　

落
部
支
所

　

☎
０
１
３
７

−

67

−

２
２
３
１

八
雲
町
合
葬
墓
の
ご
案
内

お
盆
期
間
の
八
雲
墓
地

の
利
用
に
つ
い
て

「
八
雲
墓
地
」、「
根
崎
墓
地
」、

「
落
部
墓
地
」
内
に
そ
れ
ぞ
れ
合

葬
墓
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

【
合
葬
墓
と
は
】

合
葬
墓
は
、
ひ
と
つ
の
お
墓
に

多
く
の
ご
遺
骨
を
一
緒
に
埋
蔵
す

る
形
の
お
墓
で
す
。

お
墓
を
所
有
し
て
い
な
い
方
、

お
墓
は
所
有
し
て
い
る
が
お
墓
の

承
継
者
が
い
な
い
た
め
撤
去
（
墓

じ
ま
い
）
を
考
え
て
い
る
方
、
焼

骨
を
保
持
し
て
い
る
が
埋
蔵
場
所

が
な
い
方
、
生
前
に
自
己
の
ご
遺

骨
の
埋
蔵
場
所
を
確
保
し
て
お
き

た
い
方
の
た
め
の
お
墓
で
あ
り
、

町
が
永
代
に
わ
た
り
管
理
を
行
い

ま
す
。

【
使
用
に
つ
い
て
】

八
雲
町
に
住
所
が
あ
る
方
、
ま

た
は
生
前
予
約
を
除
き
、
町
外
の

方
も
使
用
で
き
ま
す
。

使
用
料
金
は
、
条
件
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

お
盆
期
間
は
、
墓
地
内
が
大
変

混
雑
す
る
た
め
、
墓
地
内
で
の
事

故
防
止
の
観
点
か
ら
、
車
両
の
通

行
を
一
方
通
行
と
し
て
い
ま
す
。

設
置
し
て
い
る
看
板
の
案
内
に

従
っ
て
通
行
す
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
お
墓
参
り
後
の
供
物
な

ど
は
、
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係

☎
０
１
３
７

−

63

−

２
０
２
０

区　　分 条　　　件 使用料

焼骨
1体につき

使用者もしくは、被埋蔵者
が八雲町に３か月以上住所
を有したことがある場合、
または生前予約の場合

30,000円

使用者および被埋蔵者が八
雲町に住所を有した期間が
３か月未満である場合、ま
たは町外の方
※生前予約はできません

45,000円

改葬焼骨
2体まで

八雲町内の墳墓からの改葬 30,000円

八雲町外の墳墓からの改葬 45,000円

改葬焼骨
3体以上

八雲町内の墳墓からの改葬 50,000円

八雲町外の墳墓からの改葬 75,000円

記名板
※刻字1体分

希望により埋蔵された方の
氏名を刻字 40,000円

※希望により埋蔵された方の氏名を記名板に刻字することができます。

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

Yakumo Public Relations Vol.2517



子育て支援センターからのお知らせ

各事業内容については、下記へお問い合わせください。
・二次元コード（参加申し込みフォーム）のほか、電話、来館にてお申し込みください。
【問い合わせ】子育て支援センター　相生町２９－９　☎０１３７－６２－２５７３

【
児
童
扶
養
手
当
】

ひ
と
り
親
家
庭
（
父
ま
た
は
母

が
重
度
の
障
が
い
状
態
に
あ
る
場

合
も
含
む
）
お
よ
び
、
両
親
の
い

な
い
家
庭
で
支
給
対
象
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
対
し
、
北
海
道

よ
り
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

な
お
、
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り

支
給
要
件
に
当
て
は
ま
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

監
護
し
て
い
る
父
母
、
ま
た
は
父

母
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育
（
児

童
と
同
居
し
、
監
護
し
、
生
計
を

維
持
）
し
て
い
る
方
へ
、
北
海
道

よ
り
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
障

が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
１
級
と
２

級
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り

支
給
要
件
に
当
て
は
ま
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※�

各
制
度
の
詳
細
は
、
町
Ｈ
Ｐ
ま

た
は
下
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
児
童
係

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
１
１
２

交
通
事
故
や
ケ
ガ
、
脳
卒
中
な

ど
に
よ
り
、
脳
に
損
傷
を
受
け
た

人
の
多
く
が
「
高
次
脳
機
能
障
が

い
者
」
と
言
わ
れ
、
様
々
な
障
が

い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
見
た
目
に

は
回
復
し
、
正
常
に
戻
っ
た
よ
う

に
見
え
て
も
、
社
会
生
活
や
日
常

生
活
の
場
に
戻
る
と
、
以
前
と
は

違
う
「
変
化
」
に
家
族
も
周
囲
も

戸
惑
い
、
困
っ
て
い
る
方
が
い
ま

す
。そ

こ
で
、
当
事
者
や
そ
の
家
族

を
対
象
と
し
た
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】
８
月
25
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
場
所
】
は
ぴ
あ
八
雲

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

脳
外
傷
友
の
会

　

コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
道
南
支
部

　

☎
０
１
３
８

−

２２

−

６
１
８
８

（
平
日  

午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

　

Em
ail

　

kp_donan@
m

sc.ncv.ne.jp

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

に
つ
い
て

児童扶養手当

特別児童扶養手当

脳
に
損
傷
を
受
け
た
当
事

者
や
家
族
の
悩
み
を
聴
く

２
０
２
６
年
相
談
会
開
催

の
お
知
ら
せ

令
和
８
年
度
療
育
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

「
子
ど
も
の
生
き
づ
ら
さ
に
気
づ

く
～
発
達
特
性
と
心
の
不
安
」

医
療
と
臨
床
心
理
の
専
門
家
が

子
ど
も
た
ち
の
発
す
る
小
さ
な
サ

イ
ン
に
気
づ
き
、
そ
の
心
に
寄
り

添
う
方
法
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
す
。

【
講
師
】

北
海
道
医
療
大
学
心
理
科
学
部

臨
床
心
理
学
科

教
授　

柳や
ぎ
ゅ
う生　

一か
ず
よ
り自　

氏　

【
日
時
】
９
月
11
日
㈮

　
　
　
　

午
後
６
時
～
７
時
30
分

（
開
場 

午
後
５
時
30
分
）

【
場
所
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

【
申
込
期
限
】
９
月
４
日
㈮

【
申
込
方
法
】

左
記
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
電
話
、
ま
た
は
申
込
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

�

八
雲
町
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
０
１
３
７

−

63

−

４
６
２
２

※
平
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

町ＨＰ

申込フォーム

事  業  名 育児教室②
「ランタンを作ろう」 ホッとサロン

育児教室③
「ピラティスを体験」

～心と体のリフレッシュ～
開  催  日 8月25日㈫ 8月28日㈮ 9月8日㈫
開 催 時 間 午前10時～11時30分 午後2時～3時30分 午前10時～11時30分

対 　 象 入園前のお子さんと保護者 不登校・行き渋りの
お子さんを持つ保護者 入園前のお子さんと保護者

申込み締切 8月18日㈫ 8月27日㈭ 9月1日㈫

申 込 み 先
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障
が
い
、
年
齢
、
性
別
、
国
籍

に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
が

参
加
で
き
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

ラ
イ
ブ
（
コ
ン
サ
ー
ト
）
を
開
催

し
ま
す
。

詳
細
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】
８
月
20
日
㈭

【
日
時
】
８
月
23
日
㈰　

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
　
　

（
開
場
午
後
１
時
）

【
場
所
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

【
内
容
】

①
ラ
イ
ブ
（
コ
ン
サ
ー
ト
）

②
作
品
展
示
・
物
販

③�

障
が
い
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
掲

示 

な
ど

※�

観
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左

記
ま
で
電
話
、
メ
ー
ル
、
ま
た

は
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
観
覧
料
】
無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

八
雲
町
・
森
町
・
せ
た
な
町
の

三
つ
の
町
の
家
族
会
が
集
ま
り
体

験
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
は
と
て
も
生
き
づ
ら
い
世
の

中
、
大
人
も
子
ど
も
も
引
き
こ
も

り
や
不
登
校
に
悩
ん
で
い
ま
す
。

体
験
交
流
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

町
の
家
族
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
家

族
会
で
の
話
し
合
い
な
ど
を
通
じ

て
得
た
、
希
望
や
安
ら
ぎ
な
ど
に

つ
い
て
体
験
発
表
を
行
い
ま
す
。

心
の
病
を
抱
え
る
、
子
ど
も
・

き
ょ
う
だ
い
・
妻
・
夫
な
ど
、
ご

家
族
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
９
月
12
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

【
場
所
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

【
参
加
対
象
】

　

心
の
問
題
に
関
心
の
あ
る
方

【
参
加
費
】
無
料

【
定
員
】
50
名

※�

左
記
ま
で
電
話
に
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

北
海
道
精
神
障
害
者
家
族
連
合

（
北
家
連
）

　

☎
０
１
１

−

５
９
０

−

０
２
０
８

町ＨＰ

令
和
８
年
度
八
雲
町
障
が
い
者

理
解
促
進
研
修
・
啓
発
事
業

【
や
く
も
！
イ
ン
ク
ル
夏

ラ
イ
ブ
】を
開
催
し
ま
す

　

☎
０
１
３
７

−

64

−

２
１
１
１

　

�hoken-shougai@
tow

n.
yakum

o.lg.jp

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、ひ
と
り
親
家
庭
の

方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

生
活
や
就
労
に
関
わ
る
様
々
な
相

談
を
受
け
、支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
心
と
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
ヨ
ガ
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
９
月
11
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

【
場
所
】　

　

シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ　

福
祉
室

【
対
象
】
町
内
に
在
住
の
方

【
料
金
】
無
料

【
持
ち
物
】
飲
み
物
、
タ
オ
ル

【
定
員
】
10
名

【
講
師
】　

　

ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

　

久く
ぼ保　

美み
よ世　

氏

【
申
込
期
限
】
９
月
４
日
㈮

【
主
催
】　

　

函
館
市
民
生
事
業
協
会
母
子
家

庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

【
共
催
】
八
雲
町

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　

住
民
生
活
課　

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
１
１
２

北
海
道
精
神
障
害
者
家
族

連
合
会
主
催
体
験
交
流
会

「
少
し
で
も
、心
が
元
気
に

な
る
た
め
に
」

中
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
今
後
の
部

活
動
の
在
り
方
や
地
域
と
の
連
携

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、

講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
部

活
動
の
地
域
展
開
を
取
り
巻
く
現

状
や
、
今
後
の
検
討
事
項
等
に
つ

い
て
、
専
門
的
な
知
見
を
交
え
な

が
ら
お
話
し
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
８
月
25
日
㈫

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

（
午
後
６
時
開
場
・
受
付
）

【
会
場
】

　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

【
講
演
】

《
テ
ー
マ
》

「
地
域
で
つ
く
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

芸
術
活
動
の
新
し
い
カ
タ
チ
～
部

活
動
地
域
展
開
が
目
指
す
も
の
～
」

《
講
師
》

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
創
室

　

Be sm
ile.

　

代
表　

馬ば
ば場　

雅ま
さ
み美　

氏

《
内
容
》

・�

部
活
動
地
域
展
開
が
な
ぜ
必
要

な
の
か

・
先
進
地
の
事
例
か
ら
学
ぶ

・�
地
域
展
開
を
進
め
る
上
で
大
切

な
こ
と

【
参
加
費
】
無
料

【
参
加
対
象
者
】

　

町
内
在
住
者
の
ほ
か
、
八
雲
町

に
在
勤
・
在
学
の
方
の
う
ち

・�

学
校
教
職
員
、
児
童
生
徒
お
よ

び
保
護
者

・�

地
域
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
団

体
関
係
者

・
行
政
関
係
者

・�

そ
の
他
部
活
動
地
域
展
開
に
関

心
の
あ
る
方

【
参
加
申
込
】

①�

左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※�

二
次
元
コ
ー
ド
で
の
申
し
込
み

が
難
し
い
場
合
に
は
、
電
話
で

の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す

が
、
そ
の
場
合
は
、
平
日
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
の
間
に
、
左
記
問
い
合
わ
せ

先
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
申
込
期
間

　

８
月
３
日
㈪
～
８
月
20
日
㈭

【
そ
の
他
】

　

当
日
の
講
演
内
容
（
撮
影
し
た

写
真
を
含
む
）
は
、
今
後
の
部
活

動
地
域
展
開
の
検
討
資
料
と
し
て

活
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

八
雲
町
教
育
委
員
会
体
育
課

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
１
４
１

申込フォーム

�

令
和
８
年
度
中
学
校
部

活
動
地
域
展
開
に
係
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
就
業
の
た
め
～
心
と
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
る
ヨ
ガ
を
知
ろ
う
！

申込フォーム
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【�

第
三
者
行
為
で
ケ
ガ
を
し
た
！

こ
ん
な
時
は
？
】

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
交

通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
他
人

（
第
三
者
）
の
行
為
に
よ
っ
て
ケ

ガ
を
し
た
場
合
は
、
必
ず
警
察
に

届
け
出
る
と
同
時
に
、
国
保
担
当

に
も
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
単

独
の
交
通
事
故
な
ど
相
手
の
い
な

い
ケ
ガ
の
場
合
も
同
様
で
す
。

ま
た
、
事
故
の
際
に
、
相
手
の

身
元
を
確
認
し
な
か
っ
た
り
す
る

と
、
後
か
ら
思
わ
ぬ
後
遺
症
や
障

が
い
が
発
生
し
て
も
損
害
賠
償
の

請
求
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
、
相
手
の
氏
名
や

連
絡
先
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
医
療
費
は
相
手
が
負
担
？
】

交
通
事
故
な
ど
他
人
の
行
為
に

よ
り
ケ
ガ
を
し
た
場
合
の
医
療
費

は
、
自
分
に
過
失
の
な
い
限
り
、

原
則
、
相
手
が
全
額
負
担
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
国
保
が
保
険
給
付

し
た
費
用
を
加
害
者
に
対
し
て
請

求
す
る
際
に
「
第
三
者
行
為
に
よ

る
傷
病
届
」
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
受
付
が

で
き
る
医
療
機
関
・
薬
局
で
は
、

マ
イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
資
格
確
認

書
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
事
前
の

手
続
き
な
く
、
自
己
負
担
限
度
額

が
適
用
さ
れ
ま
す
（
資
格
確
認
書

を
提
示
す
る
場
合
は
、
本
人
同
意

が
必
要
で
す
）。
限
度
額
適
用
認

定
証
の
事
前
申
請
が
不
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
マ
イ
ナ
保
険
証

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

交
付
対
象
の
方
で
マ
イ
ナ
保
険

証
に
よ
る
受
付
が
で
き
な
い
医
療

機
関
・
薬
局
で
高
額
な
医
療
費
負

担
が
予
測
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に

役
場
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
交
付
対
象
の
方
】

・
70
歳
未
満
の
方

・�

70
～
74
歳
の
自
己
負
担
限
度
額

区
分
が「
低
所
得
Ｉ
・
Ⅱ
」、「
現

役
並
み
Ｉ
・
Ⅱ
」の
方

※�

マ
イ
ナ
保
険
証
の
方
は
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
で
ご
自
分
の
限
度
額

区
分
を
確
認
で
き
ま
す

【
持
参
す
る
も
の
】

　

資
格
確
認
書
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド

【
高
額
療
養
費
の
申
請
】

限
度
額
を
超
え
る
医
療
費
を
支

払
い
し
た
場
合
は
、
高
額
療
養
費

と
し
て
差
額
を
償
還
し
ま
す

◎
国
民
健
康
保
険　

該
当
の
領
収
書
、償
還
先
口
座

の
分
か
る
も
の（
通
帳
な
ど
）、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
し
、

役
場
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療　

初
回
の
み
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
申
請
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
２
回
目
以
降
は
申

請
時
に
登
録
し
た
口
座
に
自
動
的

に
振
り
込
み
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
１
１
２

【
仕
事
中
の
ケ
ガ
は
？
】

交
通
事
故
で
も
仕
事
中
の
ケ
ガ

（
通
勤
途
中
を
含
む
）の
場
合
に
は
、

労
災
保
険
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、国
保
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
は
、職
場
の
担
当
者
へ

連
絡
し
、指
示
に
従
っ
て
病
院
に

か
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
！　

示
談
は
慎
重
に
】

示
談
を
す
る
と
、
相
手
に
対
し

て
、
今
後
、
一
切
の
損
害
賠
償
請

求
権
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。示

談
後
に
当
該
事
故
に
よ
る
治

療
を
受
け
た
場
合
は
、
国
保
・
後

期
高
齢
者
医
療
の
保
険
給
付
額

（
７
～
９
割
）
は
、
相
手
で
は
な

く
、
本
人
に
請
求
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。示

談
を
結
ぶ
前
に
国
保
担
当
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
１
１
２

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
０
１
３
９
８

−

２

−

３
１
１
２

「
フ
ァ
ー
ム
ネ
ッ
ト
や
く
も
」は

農
作
業
体
験
や
農
・
畜
産
物
の
直

売
を
通
じ
て
、住
民
と
の
交
流
や

生
産
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で

す
。こ

だ
わ
り
の
野
菜
や
加
工
品
を

提
供
し
て
い
る
お
店
を
巡
り
な
が

ら
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
し
て
、八

雲
町
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、「
フ
ァ
ー
ム
ネ
ッ
ト
や

く
も
」
で
は
、
新
規
会
員
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

【
期
間
】
９
月
30
日
㈬
ま
で

【
ス
タ
ン
プ
設
置
店
】

・
小
林
農
園
（
東
野
417
）

・
幸
村
農
園
（
野
田
生
161

−

１
）

・
ち
ょ
っ
こ
の
店
（
落
部
728
）

・
チ
ー
ズ
工
房
小
栗（
春
日
164

−

８
）

・
味
菜
工
房
（
立
岩
101

−

４
）

【
特
典
内
容
】

ス
タ
ン
プ
を
５
つ
集
め
る
と
抽

選
で
６
名
の
方
に
商
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

フ
ァ
ー
ム
ネ
ッ
ト
や
く
も

（
事
務
局　

役
場
農
林
課
内
）

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
２
０
３

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
へ
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
の
申
請
に
つ
い
て国民健康保険

後期高齢者医療

交
通
事
故
な
ど
が
原
因
で
病
院
に
か
か
る
と
き
は

　

～
第
三
者
行
為
に
つ
い
て
～

『
フ
ァ
ー
ム
ネ
ッ
ト
や
く
も
』

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

開
催
中
で
す
‼
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【
受
付
期
限
】
９
月
１
日
㈫
ま
で

【
試
験
日
】

　

９
月
16
日
㈬
～
９
月
27
日
㈰
の

う
ち
指
定
す
る
１
日

【
募
集
種
目
】

　

一
般
曹
候
補
生
お
よ
び
２
等

陸
・
海
・
空
士

（
２
等
陸
・
海
・
空
士
は
年
間
通

し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

【
応
募
資
格
】

18
歳
以
上
33
歳
未
満（
採
用
予

定
月
の
末
日
に
33
歳
に
達
し
て
い

な
い
方
）

【
身
分
】
特
別
職
国
家
公
務
員

【
俸
給
】

　

初
任
給　

２
３
９
，
５
０
０
円

【
賞
与
】

　

年
２
回
（
６
月
と
12
月
）

特
例
退
職
手
当（
２
等
陸
・
海
・

空
士
の
み
支
給
さ
れ
ま
す
）

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
自
衛
隊
函
館
地
方
協
力
本
部　

　

八
雲
地
域
事
務
所

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
６
９
２

・
所
長　

千
葉　

幸
喜

　

☎
０
８
０

−

４
４
０
５

−

９
１
６
７

・
広
報
官　

西
田　

友
也

　

☎
０
８
０

−

４
４
０
５

−

９
１
９
５

町
で
は
、
落
部
地
域
の
水
道

メ
ー
タ
ー
検
針
業
務
の
委
託
を
受

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、市

販
の
履
歴
書
ま
た
は
申
込
用
紙
に

証
明
写
真
を
貼
付
の
う
え
、必
要

事
項
を
自
筆
で
記
入
し
、下
記
ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。

【
募
集
人
員
】
１
名

【
業
務
範
囲
】　

落
部
地
域
（
落
部
・
栄
浜
・
入

沢
・
下
の
湯
・
上
の
湯
）

【
業
務
内
容
】　

携
帯
用
検
針
端
末（
ハ
ン
デ
ィ

タ
ー
ミ
ナ
ル
）を
使
用
し
た
水
道

メ
ー
タ
ー
の
検
針（
約
６
９
０
件
）

【
委
託
予
定
】
９
月
８
日
㈫

【
委
託
料
】

　

月
額
５
４
，
０
０
０
円

【
申
込
用
紙
取
得
場
所
】

・
役
場
総
務
課
人
事
厚
生
係

・
熊
石
総
合
支
所

・
落
部
支
所

【
申
込
期
限
】

　

８
月
25
日
㈫
午
後
５
時
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

【
応
募
資
格
】

　

町
内
在
住
で
通
勤
可
能
な
方

【
試
験
予
定
日
】

書
類
選
考
の
う
え
、後
日
連
絡

（
９
月
１
日
㈫
午
後
以
降
を
予
定
）

【
試
験
内
容
】

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験
な
ど

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

環
境
水
道
課
業
務
係

　

☎
０
１
３
７

−

63

−

２
０
２
０

　

町
で
は
随
時
、
消
防
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
左
記
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
町
消
防
本
部

　

☎
０
１
３
７

−
63

−

２
６
８
６

・
熊
石
消
防
署

　

☎
０
１
３
９
８

−

２

−

３
３
９
３

弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
、
津
波
情

報
、
緊
急
地
震
速
報
な
ど
、
時
間

的
余
裕
の
な
い
事
態
に
備
え
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
）
を
用
い
て
、
全
国
一
斉
の

情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

八
雲
町
で
は
、
八
雲
地
域
と
熊

石
地
域
の
92
ヶ
所
に
設
置
さ
れ
た

防
災
行
政
無
線
か
ら
訓
練
放
送
が

流
れ
ま
す
。
こ
れ
は
訓
練
で
す
の

で
お
間
違
い
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
訓
練
予
定
日
】

　

８
月
26
日
㈬
午
前
11
時
頃

※�

詳
し
く
は
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

危
機
対
策
課
防
災
係

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
２
２
６

八
雲
町
消
防
本
部
で
は
、｢

救

急
の
日｣

に
普
通
救
命
講
習
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
９
月
12
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～午

後
０
時
30
分

【
場
所
】

　

八
雲
消
防
署
、
熊
石
消
防
署

【
対
象
】

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
し
て
い

る
方

【
そ
の
他
】

受
講
人
数
は
各
消
防
署
20
名
程

度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
、
メ
ー
ル
、

ま
た
は
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
消
防
署
救
急
係　

　

☎
０
１
３
７

−

63

−

２
６
８
６

・
熊
石
消
防
署
警
防
係　

　

☎
０
１
３
９
８

−

２

−

３
３
９
３

・
八
雲
町
消
防
本
部
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

fire119@
tow

n.yakum
o.lg.jp

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員

（
委
託
業
務
）募
集

消
防
団
員
の
募
集
に
つ
い
て

令和８年度

ふるさと納税の状況

寄附件数� 537件
寄附金額 �10,247,500円

６月末現在（令和８年４月～令和８年６月分）

町ＨＰ

自
衛
官
募
集
に
つ
い
て

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓

練
を
実
施
し
ま
す町ＨＰ

応
急
手
当
を

身
に
つ
け
よ
う
！

町ＨＰ
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祖
国
の
繁
栄
と
同
胞
の
安
泰
を

念
じ
つ
つ
散
華
さ
れ
た
八
雲
町
出

身
戦
没
者
を
追
悼
し
、
併
せ
て
恒

久
平
和
を
祈
念
す
る
式
典
を
執
り

行
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
参
列
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
８
月
15
日
㈯

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分
頃

【
場
所
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
社
会
係

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
１
１
２

八
雲
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
八

雲
町
教
育
委
員
会
の
諮
問
機
関
と

し
て
設
置
さ
れ
、
学
校
給
食
の
実

施
計
画
、
衛
生
管
理
な
ど
を
協
議

す
る
委
員
会
で
す
。

【
公
募
人
数
】
２
名
以
内

【
公
募
資
格
】

　

次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・�

八
雲
町
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

10
月
１
日
時
点
で
満
18
歳
以
上

の
方

・�

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
職

員
（
八
雲
町
職
員
で
あ
っ
た
方

を
含
む
）
以
外
の
方

【
任
期
】

10
月
１
日
～令

和
９
年
９
月
30
日

【
報
酬
】

会
議
出
席
に
応
じ
、
日
額
６
千

円
（
八
雲
町
非
常
勤
職
員
の
報
酬 

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
に 

よ
る
）

【
開
催
回
数
】
年
２
回
程
度

【
公
募
期
限
】
８
月
31
日
㈪
ま
で

【
公
募
方
法
】	

左
記
ま
で
電
話
、ま
た
は
窓
口

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申
込
後
、

別
に
定
め
る
応
募
書
を
提
出
い
た

だ
き
ま
す
。）

※�

募
集
人
数
を
上
回
っ
た
場
合
は
、

選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
８
０
１

八
雲
町
防
災
会
議

八
雲
町
防
災
会
議
は
、地
域
防

災
計
画
の
作
成
や
、防
災
に
関
す
る

重
要
事
項
を
審
議
す
る
会
議
で
す
。

【
日
時
】
８
月
７
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

【
場
所
】

　

役
場
２
階
第
一
・
第
二
会
議
室

【
内
容
】　

・�

や
く
も
防
災
フ
ェス
タ
２
０
２
６

事
業
計
画

・�

八
雲
町
地
域
防
災
計
画
の
策
定

に
つ
い
て　

ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

危
機
対
策
課
防
災
係　

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
２
２
６

町
で
は
、「
北
方
領
土
返
還
要

求
運
動
強
調
月
間
」
に
合
わ
せ
、

次
の
と
お
り
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
、
返
還
要
求

の
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
設
置
期
間
】
８
月
31
日
㈪
ま
で

【
設
置
場
所
】
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
総
務
係

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
１
１
１

八
雲
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

（
令
和
８
年
３
月
１
日
時
点
）
を

対
象
に
３
月
下
旬
か
ら
順
次
発
送

い
た
し
ま
し
た
「
や
く
も
ス
マ
イ

ル
商
品
券
」
の
使
用
期
限
は
、
８

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
使
用
さ
れ
て
い
な
い
商
品

券
を
お
持
ち
の
方
は
、
使
用
期
限

ま
で
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
郵
便
局
で
の
保
管
期
間

が
過
ぎ
た
商
品
券
は
、
役
場
お
よ

び
熊
石
総
合
支
所
で
保
管
し
て
い

ま
す
。

商
品
券
配
付
対
象
者
の
来
庁
が

難
し
い
場
合
は
、
代
理
の
方
で
も

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

代
理
の
方
の
身
分
証
明
書
を
持

参
の
う
え
、
左
記
窓
口
で
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
商
品
券
使
用
期
限
】

　

８
月
31
日
㈪

【�

保
管
期
限
が
過
ぎ
た
商
品
券
の

受
取
場
所
】

・
住
民
生
活
課
社
会
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
社
会
係　

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
１
１
２

「
や
く
も
ス
マ
イ
ル
商
品
券
」

の
使
用
期
限
に
つ
い
て

委員の一部を
公募します

町ＨＰ

〈
広
告
〉

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
に

お
け
る
署
名
に
ご
協
力
を

「
戦
没
者
追
悼
並
び
に
平
和

祈
念
式
」
を
執
り
行
い
ま
す

会議を
公開します

町ＨＰ
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目指せ耳吊り世界一！�
第５回八雲世界耳吊り選手権が開催されました
６月７日、落部漁港にて耳吊りの腕を競う第５回八雲世界耳吊り選手権が開催され、２年ぶりの開催と�

なる本大会には、約100人が来場しました。
参加者は、「耳吊り」の技術と速さを競い合い、会場は肌寒さに負けない熱気に包まれていました。本大
会の結果は以下のとおりです。
・アゲピン部門優勝　　　　　川　村　真　弓　様（函館市）　　
・ループ部門優勝　　　　　　及　川　泰　圭　様（八雲町）
・小学生（低学年）部門優勝　長谷川　蒼　乃　様（八雲町）
・小学生（高学年）部門優勝　長谷川　陽　大　様（八雲町）
・素人部門優勝　　　　　　　石　井　尚　斗　様（八雲町）

炎・スクラム・光る汗～今…限りなく青春～ �
第42回八雲山車行列が行われました
７月３日と４日の２日間、第42回八雲山車行列が開催され、町内外18団体・参加山車総数25基が太鼓や
踊りを披露しながら本町通りを練り歩き、八雲町の夜を明るく彩りました。
今年は天候にも恵まれ、来場者は２日間で延べ３万人の盛況となりました。
審査の結果、受賞した団体は次のとおりです。

大賞
「FAIRY TAIL」

お祭り賞
「若人の集い」

山車行列賞
「八雲村・おやじの会・やくも元気村」

大賞
「八雲商工会」

お祭り賞
「山車行列キャンプ村」

山車行列賞
「ど感動」

Ａグループ

Ｂグループ

Yakumo Public Relations Vol.25113



～地元の特産品が給食に登場‼〜
八雲産「風の子もち」と「フルーツサラダヨーグルト」を提供していただきました
７月８日、町内の児童生徒に地元の味を楽しんでもらおうと、八雲町もち米生産組合から町特産のもち米

「風の子もち」を、JA新はこだて酪農生産部会八雲支部から八雲産牛乳を使用した「フルーツサラダヨー
グルト」を給食用として無償提供していただきました。
八雲小学校で行われた贈呈式では、「風の子もち」や牛乳を紹介する特別授業も行われ、代表して参加し
た５年生の児童たちは、真剣な表情で説明に聞き入っていました。
提供された「風の子もち」は、お赤飯として調理され、「フルーツサラダヨーグルト」とともに町内すべ
ての小中学校の給食に登場。児童生徒たちは、八雲の豊かな味わいを美味しくいただきました。

～日本ハム㈱からブランド豚肉（麦
むぎ

小
こ

町
まち

）をご提供いただきました～
学校給食に「とんかつ」が初登場！
７月13日の学校給食で、八雲町では初めて「とんかつ」が提供されました。
日本ハム㈱では、夏休みを迎える子どもたちの思い出づくりとして、オリジナルＴシャツのプレゼント
や、「食べる喜び」「食について考える」きっかけづくりを目的としたプロジェクトを実施しています。
八雲町にはニッポンハムグループの養豚事業を担う日本クリーンファーム㈱の農場や食肉（豚肉）の処
理・加工を行う日本フードパッカー㈱の工場があるご縁から、ブランド豚肉（麦

むぎ

小
こ

町
まち

）が無償提供され、学
校給食で「とんかつ」としていただきました。
F

ファイターズ

IGHTERSのロゴが入ったＴシャツは町内の小学1年生にプレゼントされ、八雲小学校で行われた贈呈式
では、１年生全員が多目的室に集まり、お肉に関する食育のスライドを見たあと、日本ハム㈱の方から「夏
休みはこのＴシャツを着て元気に楽しく過ごしてください！」との言葉を受け、児童代表の３名がＴシャツ
を受け取りました。
贈呈式の後、児童たちはＴシャツを着て各教室に戻って楽しみにしていた「とんかつ」を味わい、「サク
サクで美味しかった♡」「また食べたい！」などと笑顔で話していました。

（取材）教育委員会　体育課

ReportYakumoリポート やくも
まちのわだい
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INFORMATION
情報
くらしの

町
の
花

ひ
ま
わ
り

※家賃は、入居者の収入により家賃欄の範囲内の金額で決まります。
※浴室欄に「風呂場」とある場合は、浴槽、風呂釜等は入居者が用意する住宅もあります。
□�申し込みは、八雲地域、熊石地域ともに８月17日（月）までに町営住宅入居用の所得証明書および住民票を添付し、

町営住宅入居申込書および個人情報の収集に関する同意書を提出してください。
□申し込みの手続き、内見等で来庁される際は、事前にご連絡ください。

町営住宅入居者募集
【八雲地域】 ○問い合わせ先（建設課管理係　☎０１３７−６２−２１１５）

お
知
ら
せ

町
へ
の
寄
附

○
遠
藤　

嫩　
　
　

様（
東
京
都
）

　

小
野　

佐
代
子　

様（
札
幌
市
）

　

與
座　

明
雄　
　

様（
静
岡
県
）

　

吉
澤　

美
津　
　

様（
東
京
都
）

　

宅
地�

13
．
22
㎡

◯
古
宇
田　

昭
宣　

様（
千
葉
県
）

　

原
野�

２
５
０
㎡

〇
北
海
道
オ
リ
オ
ン
株
式
会
社

　

牛
乳
贈
答
券　
（
５
万
円
相
当
）

日
曜
・
休
日
当
番
医

○
八
雲
総
合
病
院

　

８
月
９
日
、
11
日
、
16
日

　
　
　

23
日
、
30
日

　

９
月
６
日
、
13
日

　

☎
０
１
３
７

−

63

−

２
１
８
５

献
血
ひ
ま
わ
り
号

９
月
２
日
㈬

〇
八
雲
町
役
場

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

相

談

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

【
日
時
】
８
月
28
日
㈮

午
後
１
時
～
４
時（
相
談
30
分
）

※
予
約
制
・
先
着
順

　

当
日
の
午
後
３
時
ま
で
に
新
た

な
予
約
が
な
い
場
合
は
終
了
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
会
場
】
は
ぴ
あ
八
雲

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

函
館
弁
護
士
会

　

☎
０
１
３
８

−

41

−

０
２
３
２

【熊石地域】
公営住宅の空き部屋を支障のない限り「みなし特定公共賃貸住宅（収入要件などを特定公共賃貸住宅まで拡大した住宅）」として入居が可能です。

○問い合わせ先（熊石総合支所地域振興課　☎０１３９８－２－３１１１）

団地名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 浴　室

出雲町A団地（出雲町60-6） S55 １ １棟６戸２階建 3DK 66.96㎡ 16,500 円 〜 23,700 円 風呂場有

出雲町A団地（出雲町60-6） S55 1 １棟５戸２階建 3DK 70.70㎡ 17,400 円 〜 24,900 円 風呂場有

出雲町A団地（出雲町60-6） S56 1 １棟６戸２階建 3DK 67.68㎡ 16,900 円 〜 25,100 円 風呂場有

出雲町B団地（出雲町60-125） S51 １ １棟６戸２階建 3DK 59.99㎡ 14,300 円 〜 20,300 円 風呂場有

出雲町B団地（出雲町60-126） S51 1 １棟６戸２階建 3DK 61.38㎡ 14,600 円 〜 20,300 円 風呂場有

三杉町団地 （三杉町25-18） S54 1 １棟６戸２階建 3DK 69.66㎡ 16,500 円 〜 23,100 円 風呂場有

宮園町団地 （宮園町128-21） S63 1 1棟８戸２階建（２階） 3LDK 70.90㎡ 19,000 円 〜 28,300 円 風呂場有

野田生団地 （野田生463-1） S53 ３ １棟６戸２階建 3DK 63.86㎡ 12,600 円 〜 18,800 円 風呂場有

団地名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 浴　室

折戸団地（熊石折戸町99-1） H14他 １ １棟8戸２階建 2LDK 59.31㎡ 16,000 円 〜 23,900 円 ユニットバス

根崎団地（熊石根崎町400-1） S57他 2 １棟4戸２階建 3LDK 68.79㎡ 14,200 円 〜 21,100 円 風呂場

雲石団地（熊石雲石町243-1） H8他 5 １棟10戸3階建 3LDK 73.29㎡ 21,900 円 〜 32,700 円 ユニットバス

泊川団地（熊石泊川町867-3） H7 2 １棟4戸２階建 3LDK 79.79㎡ 18,500 円 〜 27,500 円 ユニットバス
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町では次のとおり正職員を募集しています。応募資格など詳細については、町ＨＰをご確認いただく
か、お問い合わせください。
区　分 勤務場所 職　　種 募集人数 申込期日

正 職 員

八雲町役場 一般行政職 若干名 8月31日
八雲町役場 土木技術職 ２名 随時
八雲町公民館 社会教育主事 １名 随時
八雲町役場 社会福祉士 １名 8月31日
熊石総合支所 社会福祉士 １名 随時
八雲町総合保険福祉施設
シルバープラザ 保健師 １名 8月31日

【問い合わせ先】
総務課人事厚生係　☎0137－62－2111

総合病院では、次のとおり正職員および会計年度任用職員を募集しています。応募資格など詳細に
ついては、総合病院ＨＰをご確認いただくか、お問い合わせください。
区　分 勤務場所 職　　種 募集人数 申込期日
正 職 員 八雲総合病院 看護師 若干名 随時

社会福祉士 １名 ９月30日

会計年度
任用職員

八雲総合病院

看護師 若干名 随時
看護補助員 若干名 随時
医師事務作業補助員 １名 随時
医療事務員 １名 随時
一般事務員 １名 随時
保育士 ２名 随時

【問い合わせ先】
八雲総合病院庶務課庶務係　☎0137−63−2185

職員を募集します職員を募集します

ちょっと知ってね！総合病院
〜私たちの知識が、お役にたてれば嬉しいです〜

お薬で困っていることはありませんか？
はじめまして。今年の４月から薬剤師として勤務しております草

くさ
岡
おか
優
ゆ
里
り
です。八雲町の皆さまに良い医療を提

供できるよう、尽力してまいりますので、よろしくお願いいたします。
最近、患者さまから「薬が多くて飲みきれない」「薬を飲み忘れてしまう」といった相談を受けることがよく
あります。１回に飲む薬が多いと、薬だけでお腹がいっぱいになってしまいそうですし、薬を飲むタイミングが
多くても大変ですよね。
薬剤師は、患者さまの状況に合わせて、薬が飲みやすくなるようお手伝いすることができます。例えば、「一
包化」（１回に飲む薬を１つの袋にまとめること）や、飲みやすい薬の形への変更を提案、複数の診療科から処
方されている薬をまとめて管理すること、お薬カレンダーを使って飲むタイミングをわかりやすくすることなど
があります。
少しでも薬で困っていることや疑問に思うことがあれば、お近くの薬局や八雲総合病院の薬剤師にお気軽にお
声掛けください。

【問い合わせ先】八雲総合病院　☎0137−63−2185
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「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
と
は
、

大
地
震
の
発
生
を
想
定
し
、
参
加

者
が
一
斉
に
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
、「
安
全
確
保
行
動
（
ま
ず
低

く
、
頭
を
守
り
、
動
か
な
い
）」

を
実
践
す
る
９
月
１
日
の
「
防
災

の
日
」
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
訓

練
で
す
。

短
時
間
で
、
ど
こ
で
も
、
誰
で

も
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
訓
練
で

す
が
、
地
震
発
生
時
に
た
だ
ち
に

身
の
安
全
を
守
る
行
動
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
大
切
な
訓
練
で
す
。

【
実
施
日
時
】

　

９
月
１
日
㈫
午
前
10
時

【
実
施
場
所
】

　

学
校
や
職
場
な
ど
、
ど
こ
で
も

そ
の
場
で

※�

「
北
海
道
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」

の
詳
細
は
北
海
道
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「
調
停
」
手
続
、
ご
存
じ
で
す
か

法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
　
弁
護
士
　
菊
池
　
和
史

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）

法
テ
ラ
ス
八
雲
通
信
vol.

167

八
雲
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

１　

暴
力
団　

地
域
団
結　

断
固
拒
否

２　

�

生
活
道
路
の
法
定
速
度
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
警
察
署

　

☎
０
１
３
７

−

64

−

２
１
１
０

北海道ＨＰ

■�

「
調
停
」
は
、
裁
判
所
の
用
意
し
て
い
る
紛
争
解
決
手
段
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。
一
般
的
に
「
裁
判
所

の
手
続
」
と
い
う
と
お
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、「
怖
い
」「
一
大
事
」
と
い
う
印
象
を
お
持
ち
の
方
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
も
刑
事
事
件
で
裁
判
所
に
行
く
と
き
は
、
真
夏
で
あ
っ
て
も
ス
ー

ツ
を
着
て
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
羽
織
っ
て
ピ
シ
ッ
と
し
た
格
好
で
法
廷
へ
向
か
い
ま

す
。
で
す
が
、
裁
判
所
で
行
わ
れ
る
す
べ
て
の
手
続
が
そ
の
よ
う
な
厳
格
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

�

刑
事
裁
判
で
は
な
く
、
民
事
事
件
や
家
事
事
件
の
手
続
で
は
、
厳
格
な
雰
囲
気
で
は
な
く
、
穏
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
、
お
互
い
の
話
し
合
い
や
ゆ
ず
り
あ
い
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
手
続
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
調
停
手
続
に
な
り
ま
す
。

■�

調
停
は
、
一
般
の
民
事
事
件
に
関
す
る
民
事
調
停
と
離
婚
や
婚
姻
費
用
、
遺
産
分
割
な
ど
の
家
事
事
件

に
関
す
る
家
事
調
停
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
民
事
調
停
は
簡
易
裁
判
所
、
家
事
調
停
は
家
庭
裁
判

所
で
行
わ
れ
、
ど
ち
ら
の
調
停
で
も
「
調
停
委
員
」
と
呼
ば
れ
る
人
が
２
名
、
手
続
に
参
加
し
ま
す
。

調
停
委
員
は
、
調
停
を
利
用
す
る
方
々
の
多
種
多
様
な
お
話
を
聞
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
整
理
し
、

話
し
合
い
で
の
解
決
地
点
を
探
り
な
が
ら
調
停
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
調
停
委
員
の
方
々
は
、
裁
判
官

の
よ
う
な
法
服
を
着
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
調
停
を
利
用
さ
れ
る
方
々
が
お
話
し
し
や
す
い
よ
う

に
服
装
も
堅
す
ぎ
な
い
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
印
象
で
す
。

■�

調
停
手
続
で
は
、
初
回
調
停
の
前
に
調
停
委
員
の
方
か
ら
手
続
の
流
れ
や
手
続
の
趣
旨
に
つ
い
て
各
当

事
者
へ
説
明
が
な
さ
れ
ま
す
。
調
停
進
行
中
も
調
停
委
員
の
方
々
は
と
て
も
親
身
に
お
話
を
聞
い
て
く

れ
ま
す
し
、
紛
争
に
な
っ
て
い
る
事
件
に
つ
い
て
第
三
者
の
立
場
か
ら
意
見
を
言
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

�

そ
の
よ
う
な
手
続
で
す
の
で
、
訴
え
や
各
種
申
立
な
ど
の
ほ
か
の
裁
判
手
続
に
比
べ
る
と
専
門
家
を
付

け
ず
、
お
ひ
と
り
で
手
続
を
進
め
る
こ
と
も
十
分
可
能
な
手
続
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�

も
ち
ろ
ん
、
弁
護
士
は
調
停
に
関
し
て
も
専
門
家
で
す
の
で
、
弁
護
士
を
付
け
て
調
停
を
進
め
る
こ
と

に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
停
の
申
立
て
を
お
考
え
の
際
は
、
ま
ず
法
律
相
談
か
ら
進
め
て
み

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■�

さ
て
当
事
務
所
で
は
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
広
く
法
律
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。
一
定
の
資
力
要
件
を

充
た
す
方
で
あ
れ
ば
、
３
回
ま
で
無
料
の
法
律
相
談
を
承
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
予
約
の
お
電
話
は
、「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
（
☎
０
５
０

−

３
３
８
３

−

８
３

６
６
）」
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

全
道
一
斉
防
災
訓
練「
北

海
道
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」

を
実
施
し
ま
し
ょ
う
！
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国民年金の手続きの一部では、
電子申請が可能です！

次回の年金相談は

番号のかけ間違いにご注意ください

詳しくは、お近くの「年金事務所」へおたずねください

ねんきんダイヤル　・請求手続きや届け出など	 ☎０５７０－０５－１１６５

函館年金事務所　・加入手続きや納入相談など（国民年金課）	 ☎０１３８－３１－９０８６　　　　　　　　　・障害年金の請求手続きなど（お客様相談室）	 ※アナウンスに従いおかけください。

住民生活課社会係　・年金相談の受付など（役場窓口）	 ☎０１３７－６２－２１１２

みんなの年金ガイド知って

おきた
い

11月5日(木)です
完全予約制となりま

すので、希望の方は下
記役場窓口にて予約し
てください。

１．電子申請の概要
マイナンバーカードをお持ちの方は、スマートフォンなどを利用してデジタル庁のオンライン

サービスである「マイナポータル」より以下の申請・届出をすることができます（ただし、一部
マイナポータルアプリに対応していないスマートフォンなどもあります）。

インターネットを経由するため、夜間、休日にかかわらず、24 時間どこにいても手続きができ、
大変便利です。
２．電子申請が可能な手続きなど
・国民年金被保険者の資格取得（種別変更）の届出
　→会社を退職した方などが国民年金に加入する手続き
・付加保険料納付（辞退）申出
　→将来の老齢基礎年金の金額を増やす場合に、付加保険料を納付するための手続き
・付加保険料納付該当（非該当）届
　→農業者年金に加入した場合に、付加保険料を納付するための手続き
・国民年金保険料免除・納付猶予申請
　→経済的に保険料の納付が困難な場合に、納付の免除または猶予を申請する手続き
・学生納付特例申請
　→学生の方が保険料の納付が困難な場合に、納付の猶予を申請する手続き
・産前産後免除該当届
　→出産予定または出産した場合などに、産前産後期間が免除となる手続き
・口座振替納付（変更）申出 兼 還付金振込方法（変更）申出
・口座振替辞退申出
３．電子申請の利用を開始する方へ
●利用準備

初めて「マイナポータル」を利用される方は、ログイン画面の「登録・ログイン」から利用者
登録を行ってください。

マイナポータルの利用方法については、「マイナポータル操作マニュアル」を検索してください。
●電子申請の方法

マイナポータルを利用して電子申請
「マイナポータル」からマイナンバーカードを利用して、簡単に電子申請ができます。
申請後の状況や審査結果は、マイナポータルの申請状況照会ページで確認できます。
マイナポータルのアカウント設定でメール通知を希望している方には、マイナポータルに審査

結果が届くとメールでお知らせされます。
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第
35
回

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

協
賛
団
体
事
業
募
集

毎
年
、
公
民
館
を
中
心
に
行
っ

て
い
る
「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

当
事
業
に
賛
同
し
、
開
催
期
間

中
に
事
業
を
行
う
予
定
の
団
体
は

８
月
25
日
㈫
ま
で
に
公
民
館
へ
申

し
出
く
だ
さ
い
。

【
実
施
期
間
】
10
月
～
12
月
予
定

【
昨
年
度
の
協
賛
事
業（
参
考
）】

料
理
、
自
然
観
察
、
学
習
会
、

講
演
会
な
ど

な
お
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
詳
細
は
、
公
民
館
窓
口
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。八

雲
町
二は

た

ち
十
歳
の
集
い

開
催
の
お
知
ら
せ

八
雲
町
・
八
雲
町
教
育
委
員
会

で
は
、
令
和
９
年
の
八
雲
町
二
十

歳
の
集
い
（
旧
名
称
：
成
人
式
）

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
成
年

年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
と
な
り

ま
し
た
が
、
八
雲
町
・
八
雲
町
教

育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
同
様

20
歳
を
対
象
年
齢
と
し
て
実
施
し

ま
す
。

【
開
催
日
時
】	

　

令
和
９
年
１
月
10
日
㈰
14
時
～

【
会
場
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

【
対
象
者
】

　

平
成
18
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方※��

名
簿
は
令
和
８
年
11
月
１
日
時

点
の
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
い

て
作
成
し
、
12
月
上
旬
に
対
象

者
へ
案
内
を
送
付
予
定
で
す
。

※�

一
時
的
に
住
民
票
を
移
し
て
い

る
方
や
、
八
雲
町
出
身
で
現
在

他
の
市
町
村
に
お
住
ま
い
の
方

で
も
出
席
で
き
ま
す
の
で
、
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
社
会
教
育
課
（
八
雲
地
域
）

　

☎
０
１
３
７

−

63

−

３
１
３
１

・
熊
石
教
育
事
務
所（
熊
石
地
域
）

　

☎
０
１
３
９
８

−

２

−

３
１
１
１

木
彫
り
熊
講
座

「
初
心
者
講
座
」
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

木
彫
り
熊
の
制
作
を
若
い
世
代

の
方
に
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

初
心
者
講
座
（
熊
の
顔
を
模
し
た

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
作
成
）
を
開
催

し
ま
す
。

【
日
程
】
８
月
24
日
㈪
～
27
日
㈭

午
後
６
時
～
８
時（
計
４
回
）

【
会
場
】
木
彫
り
熊
資
料
館
２
階

【
対
象
者
】

　

中
学
３
年
生
以
上
50
歳
未
満
の

町
民

【
定
員
】
３
名　

※�

申
込
人
数
が
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
主
催
者
で
選
考
し
ま
す
。

（
原
則
、
中
高
生
世
代
の
方
を

優
先
し
ま
す
。）

【
講
師
】
伊い

せ瀬　

司つ
か
さ　

氏

【
募
集
期
間
】

　

８
月
10
日
㈪
～
17
日
㈪

【
参
加
費
】

・�

受
講
料
８
０
０
円
（
中
高
生
４

０
０
円
）

・
保
険
料
８
０
０
円

【
申
込
方
法
】

　

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
い

た
だ
く
か
、
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
必

要
事
項
を
入
力
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
町
公
民
館　

　

☎
０
１
３
７

−

63

−

３
１
３
１

（
平
日  

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

教
育
委
員
会
だ
よ
り

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

教
育
委
員
会（
八
雲
町
公
民
館
内
）

　

☎
０
１
３
７

－

６３

－

３
１
３
１

八雲で過ごした５年間はとても楽しかったです。日本に来る前は、色々な心配がありましたが、
皆さんが温かく迎えてくださったおかげで、徐々に心配は少なくなり、この町と八雲に住んでいる
皆さんが大好きになりました。
これまで小学校で子どもたち・先生方と一緒に、外国語の授業をしました。子どもたちに英語や

海外のことについて教える仕事でしたが、子どもたちからも、日本語や日本の文化などを教えても
らったおかげで日本の文化を知り、日本語のスキルも上達することができました。
八雲でたくさん忘れられない楽しい思い出ができましたので、ここを私の「２番目のホーム」と

呼びたいです。私は八雲を離れて日本の別の場所へ行きますが「ホーム」というのは、いつでも
帰ってこられる場所です。いつか、また八雲に帰ってくるその時まで、皆さんが元気で楽しく過ご
していてくれたらとても嬉しいです。
「さよなら」ではなく、「行ってきます」と言います。また会える日まで、お元気で。
今までありがとうございました。また会いましょう！

八雲で２年間過ごし、いよいよアメリカ・テキサスへ戻る時が来ました。
八雲での生活は本当に素晴らしい経験だったので、ここを離れるのは惜しいです。
八雲の自然は息をのむほど美しいですが、何より素晴らしかったのは八雲の皆さんと出会えたこ

とです。皆さんは私をとても温かく迎え入れてくださり、テキサスから遠く離れたこの地でまるで
故郷にいるかのように感じさせてくれました。
特に八雲の小学校や中学校で一緒に過ごした児童生徒の皆さん。皆さんの一生懸命な姿にはいつ

も感心させられています。これからも英語の勉強を楽しみながら学び続けてくれたら嬉しいです！
八雲のことはいつまでも温かい思い出として胸に刻み、いつかまた戻ってこられる日を楽しみに

しています。
皆さま本当にありがとうございました。お世話になりました。

外国語指導助手
ブライス先生・マデリン先生 退任のあいさつ

申込フォーム

ブライス・ジョンソン

マデリン・フレンチ
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エントランスホールの催し

「
木
村
さ
え
子
氏
手
作
り
バ
ッ
グ
展
」

の
よ
う
す

図
書
館
だ
よ
り

図書館に行こう外 ─ ふらり1冊、情報ステーション ─

■八雲町立図書館　　　☎0137‒62‒2507
　【開館時間】　午前10時～午後6時
　※水曜日は午後8時　日曜日は午後5時まで
　【休 館 日】　月曜日、祝日、年末年始

■熊石総合支所図書室　☎01398‒2‒3111
　【開館時間】　午前8時30分～午後5時15分
　【休 館 日】　土・日曜日、祝日、年末年始

◎�図書館のＨＰでは、毎週入る新刊のお知らせや、イベントの案内など、様々な情報を随時
発信しております。右記二次元コードからぜひアクセスしてみてください！
◎�『やくも朗読サークル』の方々が「広報やくも」、北海道新聞「卓上四季」「いずみ」 を�
吹き込みした「朗読CD」を貸し出ししています。ぜひご利用ください。 （図書館HP）

司書のオススメ本

ふ
り
が
な
版
　

僕
に
は
鳥
の
言
葉
が
わ
か
る

鈴す
ず
き木

　
俊と

し
た
か貴

　
著

「
言
葉
を
持
つ
の
は
人
間
だ
け
で
あ
る
」
と
い
う
常
識
を
覆
し
、
シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
が
単
語
や
文
を
使
っ
て
会
話
し
て
い
る
こ
と
を
世
界
で
初

め
て
解
明
し
た
科
学
エ
ッ
セ
イ
が
、
ふ
り
が
な
つ
き
、
大
き
め
の
文
字

で
読
み
や
す
く
な
り
ま
し
た
。「
動
物
た
ち
と
会
話
を
す
る
」
そ
ん
な

未
来
は
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
せ
ん
か
？
著
者
の
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
は
、
世
界

の
見
え
方
を
変
え
て
く
れ
ま
す
。
読
書
感
想
文
や
自
由
研
究
の
テ
ー
マ

探
し
に
も
お
す
す
め
の
一
冊
で
す
。

■チームしゅんすけ展
【期間】８月11日㈫～８月23日㈰

■ロビーコンサート
【主催】チームしゅんすけ
【日時】８月22日㈯午後１時30分～

◎
子
ど
も
向
け
行
事

〇
お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
」

・
８
月
27
日
㈭　

午
後
２
時
30
分

・
９
月
２
日
㈬　

午
前
10
時
30
分

〇
こ
う
さ
く
会

・
８
月
８
日
㈯　

午
後
２
時

『
冷
や
し
中
華
』
を
つ
く
ろ
う

〇
ど
う
わ
の
日

「
童
話
サ
ー
ク
ル
ぴ
い
た
あ
ぱ
ん
」

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
ゲ
ー
ム
を

行
い
ま
す
。

・
８
月
22
日
㈯　

午
後
２
時

◎
映
画
会（
視
聴
覚
ホ
ー
ル
）

・
児
童
向
け

　

８
月
８
日
㈯　

午
後
１
時

『
こ
ね
こ
の
チ
ー

　

ポ
ン
ポ
ン
ら
ー
夏
休
み  

中
編
』

・
一
般
向
け

　

８
月
29
日
㈯　

午
後
２
時

『
ブ
タ
が
い
た
教
室
』

◎
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　

生
後
９
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
に
絵

本
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◆
八
雲
地
域

　

８
月
18
日
㈫　

午
前
10
時
～

【
場
所
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
9
か
月
相
談
）

図書館行事がない場合、講演・説明会・研修等の会場
として、団体等でもご利用いただけます。
利用を希望される方は、お気軽にご相談ください。
（有料。ただし使用内容により減額あり｡）

「視聴覚ホール」のご利用について

◦臨時開館のお知らせ◦
夏休み期間、下記のとおり臨時開館いたします。

【開館日】８月11日（火・祝）
【開館時間】午前10時～午後５時
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【各事業の申し込みは総合体育館まで】
■八雲町総合体育館　☎0137‒62‒2141
　　【開館時間】午前9時～午後9時
　　　※日曜日・祝日は午後5時まで
　　【休館日】　月曜日、年末年始
　　　※�月曜日が祝祭日の場合は、祝祭日

明けの平日が休館日となります。

■熊石教育事務所　　☎01398‒2‒3111

スポーツをしよう外 ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

☆
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

◎
第
77
回
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

陸
上
競
技
大
会

【
日
時
】
８
月
29
日
㈯

　

競
技
開
始　

午
前
９
時

（
受
付　

午
前
７
時
30
分
～
）

【
会
場
】

　

八
雲
ス
ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場

【
出
場
資
格
】

①
八
雲
町
に
在
住
し
て
い
る
方

②
大
学
生
は
出
場
で
き
ま
せ
ん

③�

年
齢
区
分
は
、
大
会
当
日
現
在

の
年
齢
と
し
ま
す

【
申
込
方
法
】

　

８
月
18
日
㈫
ま
で
に
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
保
険

料
一
人
１
０
０
円
を
添
え
て
、
八

雲
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局
（
総

合
体
育
館
窓
口
）
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

競
技
種
目
お
よ
び
種
目
区
分
の

詳
細
は
、
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

☆
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
予
定

【
総
合
体
育
館
】

◎�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
イ
エ
ス

タ
杯
バ
レ
ー
大
会
地
区
大
会

【
開
催
期
間
】

　

８
月
29
日
㈯
～
30
日
㈰

◎�

渡
島
合
同
Ⅴ
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｎ

Ｇ
主
催
中
学
生
女
子
小
田
桐
杯 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

【
日
時
】
９
月
６
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
運
動
公
園
】

（
野
球
場
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
）

◎�

大
岩
工
業
杯
争
奪
第
21
回
八
雲

　

ヤ
ン
ガ
ー
ス
少
年
野
球
交
流
大
会

【
開
催
期
間
】

　

８
月
29
日
㈯
～
30
日
㈰

町ＨＰ

○八雲高等学校
・関谷　悠暉　選手（３年生）（男子棒高跳）
・簗田　舞　　選手（２年生）（女子円盤投げ）
○北海道栄高等学校（熊石中学校出身）
・高野　剛琉　選手（１年生）（男子陸上110ｍハードル）

　７月30日㈭から８月５日㈬に滋賀県で開催された第79回全国高等学校
陸上競技対校選手権大会に出場しました

選手の皆さまのさらなる活躍を期待しています！

出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

全
国
大
会
出
場
選
手
情
報
‼

〈
広
告
〉

指導者／森 ℡0137-68-2728

お気軽に
お問合せください

い ろ は

教室⽇ 書写教室

⽔曜
13:00〜18:00

⽉曜・⽊曜

13:30〜19:30

7/1〜8/31

7/16〜8/22
期間中、2回まで
どんなもんだい⁉夏の
無料体験学習ができます。

教室⽇・時間

詳細はHPから

算数・数学
英 語
国 語

書 写 教 室
ペン習字
かきかた
⽑ 筆

無料体験

8/24〜9/5
期間中、2回まで

どんなもんだい⁉新学期
無料体験学習ができます。

トライアル
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この広報の製作費は、１部あたり70.4円です。
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■
発

行
／

八
雲

町
　

■
編

集
／

政
策

推
進

課
協

働
推

進
係

〒
049－3192　

北
海

道
二

海
郡

八
雲

町
住

初
町

138
TEL 0137 －62－2300  FA

X 0137－62－2120
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
https://w

w
w

.tow
n.yakum

o.lg.jp/

世帯と人口
前月対比

■ 男 � 7,003人（ー  66人）
■ 女 � 7,049人（ー  43人）
■合計� 14,052人（ー109人）
■世帯� 7,954戸（ー  83戸）

６月末日現在住民基本台帳調べ

戸
籍
の
窓

提
出
期
間

令
和
８
年
６
月
６
日
か
ら

令
和
８
年
７
月
５
日
ま
で

＝敬称略＝

健　康　メ　モ
◆
乳
幼
児
・
母
子
関
係

内　　容
日　　　程 受付

時間 会　　　　場
８月 ９月

３ ヵ 月 健 診 26日（水）30日（水）
個別に
ご案内
します。

シ ル バ ー プ ラ ザ

３ 歳 児 健 診 26日（水）30日（水）
１歳６ヵ月健 診 ５日（水）２日（水）
５ 歳 児 健 診 ５日（水）２日（水）
６ ヵ 月 相 談 18日（火）８日（火） 9：20
９ヵ月・乳児相談 18日（火）８日（火） 9：50
１ 歳 児 相 談 19日（水）９日（水） 9：20
歯科検診・フッ素塗布 19日（水）

要予約
ほっとママの会 21日（金）18日（金）

両 親 学 級
20日（木）
21日（金）

離 乳 食 教 室 17日（木）

◆
予
防
接
種

B C G 17日（月）14日（月）

要予約
八 雲 総 合 病 院

水痘・ＭＲ（麻疹・風疹）
３日（月）14日（月）
17日（月）
31日（月）

ロタ・肺 炎 球 菌
B型肝炎・五種混合

10日（月）７日（月）
24日（月）28日（月）

二 種 混 合 ６日（木）
シ ル バ ー プ ラ ザ

日 本 脳 炎 20日（木）17日（木）
日 本 脳 炎 15：00

〜
15：15

熊 石 国 保 病 院
二 種 混 合

※�予防接種は、原則予約制としており、予約なしの場合ワクチン
確保の関係上接種を受けられない場合がありますのでご了承く
ださい。

※�健診や予防接種の際、お子さんやご家族の方に発熱や下痢、ひ
どい咳等、体調不良の場合は事前にご相談ください。２週間以
内の体調不良は日程を延期していただく場合があります。

※�八雲総合病院で実施している予防接種の日程は二次元コードを
ご参照ください。

※�令和 7 年度より、町外予防接種実施医療機関にて個別接種が可
能になりました。詳細は、二次元コードをご参照ください。

【問い合わせ先】保 健 福 祉 課
☎０１３７－６４－２１１１

　　　　　　　 住民サービス課
☎０１３９８－２－３１１２

精神保健専門相談 20日（木） 13：30 八 雲 保 健 所

※�精神保健相談は、予約が必要です。希望する方は、実施日の前
の週の金曜日までに八雲保健所までご連絡ください。

【問い合わせ先】八 雲 保 健 所
☎０１３７－６３－２１６８

個別接種について 子どもの予防接種に
ついて
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